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(54) Title: WATER SUPPLY DEVICE

(54) 発明の名称 ：給水装置

(57) Stract: The objecuve of the present invemion i s to iorm an air flow[ 図9]
with which localized temperature increases within a cabinet for a water sup-
ply device can be suppressed effectively with a simple configuration, thereby
optimizing the temperature distribution for the components in the cabinet.
This water supply device (1) i s configured such that inverter devices (23, 24),
which are arranged above motors (13, 14) that drive a pump ( 11) and which
supply power to the motors (13, 14), are housed within an inverter case (22)
that i s housed within a caomet (10). In addition, this water supply device i s
equipped with a heat sink ( ) provided at the lower part of the inverter case

30
(22), and fans (27, 28) that rotate due to the operation of the motors (13, 14),
thereby blowing air toward the heat sink (25). Wind-directing plates (32, 34)
are provided at the ends (25b, 25c) of the heat sink (25), and these wind-dir
ecting plates direct, in a prescribed direction, airflows (Fl, F2) which flow10b- -10c
along the heat sink (25) ana issue fiOm the ends (25b, 25c) of the heat sink
(25) due to the blowing of the fans (27, 28).11

(57) 要約： 簡単な構成で、給水装置のキャビネッ ト内での局
15- 所的な温度上昇 を効果的に抑制できる気流 を形成すること

で、キ ャ ビネ ッ ト内における各部の温度分布の最適化 を図
る。 ポンプ 1 1 を駆動するモータ 1 3 , 1 4 の上方に配置

20 されて該モータ 1 3 , 4 に電力を供給するインバ一タ装置
2 3 , 2 4 を収容 してなるインバ一 タケ一ス 2 2 をキ ヤ ビ
ネッ ト1 0 に収容 した構成の給水装置 1 において、インバ一
タケ一ス 2 2 の下部に設 けた ヒ一 トシンク 2 5 と、モータ 1
3 , 4 の動作で回転することで ヒ一 トシンク 2 5 に向けた
送風を行 うファン 2 7 , 2 8 とを備 え、 ヒー トシンク 2 5 の

、33 端部 2 5 b 、 2 5 c に、 ファン 2 7 , 2 8 の送風 によって
ヒ一 トシンク 2 5 に沿 って流れて該 ヒ一 トシンク 2 5 の端部
2 5 b 、 2 5 c か ら出る気流 F 1 , F 2 を所定の方向へ導 く

導風板 3 2 , 3 4 を設置 した



(BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR, 添付公開書類：
NE, SN, TD, TG). - 国際調査報告 （条約第 2 1条 (3))



明 細 書

発明の名称 ：給水装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、キャビネッ ト内に収容されたポンプ及びモータを備える給水装

置であって、特 に、集合住宅や ビルなどにおいて水道水の給水に用いるのに

好適な給水装置に関する。

背景技術

[0002] 従来、例えば水道本管 に接続 され、該水道本管の水を所定圧に加圧 して集

合住宅 ビル等の末端の需要者 に給水を行 う給水装置がある。 この種の給水

装置は、ポンプと、該ポンプのケ一シングの吸込側及び吐出側 に接続 された

配管 と、配管内の圧力を検出する圧力センサ等のセンサ類 と、圧力タンク等

とを備えている。 また、上記のような水道本管 に接続 された給水装置では、

末端需要者 における給水水圧を所定圧に保っために、末端圧力一定制御方式

を採用 している。 この場合、インバ一タ装置などによって、ポンプを駆動す

るモータに可変周波数 可変電圧の交流電力を供給 して回転速度制御 を行 う

ことで、ポンプ流入側圧力が時々刻々変動 しても、末端需要者 に常に一定の

給水水圧を供給するように している。 したがって、給水装置は、上記のボン

プゃモータに加えて、モータに電力を供給するインバ一タ装置などの電源駆

動回路や、ポンプの運転 を制御する電気制御回路 を備えている。そ して、 こ

れ らの給水装置を構成する各種の部品や装置類は、ステ ンレスなどの金属製

の板材で形成 された箱型のキヤビネッ 卜に収容されている。

[0003] 上記の給水装置は、屋外に設置されることが多いため、キャビネッ トの内

部 に雨水や異物が侵入することを極力防止できるように、キャビネッ 卜を密

閉構造に してお く必要がある。 また、インバ一タやモータ、制御盤などの電

気部品は、結露や漏水、 メ ンテ ナ ンス時の被水などを回避するために、キヤ

ビネッ 卜内の下部空間に設置 したポンプゃ配管などの送水系統か ら離れた、

キヤビネッ 卜内の上部空間に配置することが好ま しい。



[0004] しかしながら、上記の電気部品には、給水装置の運転に伴い熱を発する部

品が含まれている。このため、当該電気部品が発する熱でキャビネット内の

温度、特にキャビネット内の上部空間の温度が上昇し易い。キャビネット自

体は一般的に鋼板製の筐体であるので、キャビネッ卜内の熱はその表面から

外気に放熱させつつ、給水装置のキャビネッ卜内の温度をより下げる対策と

して、例えば特許文献 1 に示す給水装置がある。

[0005] 特許文献 1 に示す給水装置は、モータとポンプを同一回転軸線上に配置し

、かつ、モータの回転軸の他端にファンを取り付けている。この構成により

、モータが回転することで同時にファンも回転駆動される。当該ファンの駆

動によって、キャビネッ卜内の下方にある冷却された空気を上方のインバ一

タ部へ送風するようにしている。

先行技術文献

特許文献
[0006] 特許文献1 ：特開2 0 0 3 _ 2 1 0 5 2 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0007] しかしながら、給水装置の小型化が進んでいることで、給水装置のキヤビ

ネット内には、多数の部品や装置類が密接して収納されている。そのため、

キャビネッ卜内の上部空間の狭小なスペースでは、局所的に温度が高い状態

となり易い。このため、キャビネット内の温度分布にバラつきが生じてしま

う。そのため、特許文献 1 に示す冷却構造によってキャビネット内の気流の

改善を図ったとしても、それだけでは、キャビネット内の各部の温度を十分

に低下させることは容易でない。そのため、キャビネット内の温度環境につ

いて下記の点が問題となる。

( 1 ) インバ一タケ一ス内のインバ一タ装置から発生する熱、及びモータか

ら発生する熱は、キャビネット内の上部空間に集まり易い。このため、キヤ

ビネット内の上部空間の温度が特に高温となってしまう。しかしながら、ィ



ンバ一タ装置を含む電気部品は、既述のように、被水回避などの観点からキ

ャビネッ卜内の上部空間に設置 しなければならないため、これらの電気部品

を効果的に冷却することが可能な冷却構造が必要となる。

( 2 ) 給水装置の小型化を図るためには、インバ一タ装置を収容 したインバ

—タケ一スを、キャビネット内の上部空間において、例えば、可能な限りキ

ャビネッ卜の隅部に近付けて配置することが必要となる。 しか しながらその

場合、インバ一タケ一スの表面とキャビネッ卜の内壁との隙間が小さくなる

。これに加えて、インバ一タケ一スの周囲には他の部品類が密集 して配置さ

れていることから、モータに取り付けたファンからの送風が上記のィンバ一

タケ一スとキャビネットの内壁との隙間を流れ難 くなる。この結果、インバ

—タ装置などから発生 した熱がキヤビネッ卜内の上部空間に滞留 し易くなる

( 3 ) 給水装置を屋外に設置する場合、キャビネットの上壁や上端側の側壁

には、日射が当たり易い。そのため、当該上壁や側壁が高温になることで、

キヤビネッ卜内の上部空間の温度が上昇するおそれがある。

[0008] 本発明は上述の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡単な構成

で、キヤビネッ卜内の局所的な温度上昇を効果的に抑制できるような気流を

形成でき、これによつてキャビネッ卜内における各部の温度分布の最適化を

図ることが可能な給水装置を提供することにある。

課題を解決するための手段

[0009] 上記課題を解決するための本発明は、水を加圧 して送水するポンプ （1 1

， 1 2 ) と、ポンプ （1 1， 1 2 ) を駆動するモータ （1 3 ， 1 4 ) と、モ

—タ （1 3 ， 1 4 ) の上方に配置されて、該モータ （1 3 ， 1 4 ) に電力を

供給する電源駆動回路 （2 3 ， 2 4 ) を収容 してなる電源駆動回路ケース （

2 2 ) と、ポンプ （1 1， 1 2 ) 、モータ （1 3 ， 1 4 ) 、電源駆動回路ケ

—ス （2 2 ) を収容するキャビネッ卜 （1 0 ) と、を備える給水装置 （1 )

であって、電源駆動回路ケース （2 2 ) の下部に設けられたヒ一 卜シンク （

2 5 ) と、モータ （1 3 ， 1 4 ) の上端に取り付けられ、該モータ （1 3 ，



1 4 ) の動作 で回転 す る ことで ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) に向 けた送風 を行 う送

風 用の フ ァン （2 7 ， 2 8 ) と、 を備 え、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の少な くと

も一の端部 （2 5 b ， 2 5 c ) 又 はその近傍 に、 フ ァン （2 7 ， 2 8 ) の送

風 によ って ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) に沿 って流れて該 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の

端部 （2 5 b ， 2 5 c ) か ら出る気流 （F 1 ， F 2 ) をキ ャ ビネ ッ 卜 （1 0

) 内の所定の方 向へ導 く導風板 （3 2 ， 3 4 ) を設置 した ことを特徴 とす る

[001 0] 本 発 明 にかか る給水装置 によれ ば、 ヒ一 卜シ ンクの少な くとも一の端部又

はその近傍 に設置 した導風板 によ り、 フ ァンの送風 によ って ヒ一 卜シ ンクに

沿 って流れて該 ヒ一 卜シ ンクの端部 か ら出る気流 をキ ヤ ビネ ッ 卜内で所望 の

方 向へ導 くことが可能 とな る。 これ によ り、 ヒ一 卜シ ンクの端部 か ら出た気

流 によ ってキ ャ ビネ ッ ト内の上部空 間の温 まった空気 を循環 させ る ことで、

キ ャ ビネ ッ 卜内の上部空 間の温度上昇 を抑制 す る ことが可能 とな る。 したが

つて、導風板 を設置 す るだ けの簡単 な構造 で、 キ ャ ビネ ッ ト内の上部空 間 に

設置 した電源駆動 回路 を含 む電気部 品 を効果 的 に冷却 す る ことが可能 な冷却

構造 を実現 で きる。

[001 1] また、給水装置 を屋外 の 日射 を受 ける場所 に設置 している場合 で も、 日射

の影響 で高温 とな つたキ ヤ ビネ ッ 卜の上壁や上端側 の側壁 にもフ ァンの送風

による気流 が流れ るよ うにな る ことで、上壁や側壁 の表面 の熱 を効果 的 に除

去 す る こともで きる。 これ によ つて も、 キ ャ ビネ ッ ト内の上部空 間の温度上

昇 を抑制 す る ことが可能 とな る。 したが って、上記 の導風板 を設 ける ことで

、動力源 を必要 とす る空冷機構 や構造 の複雑 な冷却構造 な どを新 た に設 ける

ことな く、 キ ャ ビネ ッ 卜内の上部 に配置 した電源駆動 回路 を含 む電気部 品及

び その周 囲の温度環境 の最適化 を図 る ことが可能 とな り、給水装置 の運転 時

における安全性 の確保 や長期 の機 能維持 が可能 とな る。

[001 2] また、上記 の給水装置 では、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) は、 電源駆動 回路 ケ一

ス （2 2 ) の下面 （2 2 d ) に設 けた放熱用の フ ィ ン （2 5 f ) を備 えてい

て よい。 この放熱 フ ィン （2 5 f ) は、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の上記導風板



( 3 2 , 3 4 ) を設置 した端部 （2 5 b , 2 5 c ) に向か って延びていてもよ

し、。 この構成 によれば、 ファンか らヒ一 卜シ ンクに向けた送風 による気流が

フィンの隙間に沿 って流れて ヒ一 卜シ ンクの端部 まで確実 に送 られ ることで

、導風板 でキャ ビネ ッ 卜内の所定方向に導 かれ る空気の流量 を十分 に確保 で

きるようになる。

[001 3] また、上記の給水装置では、導風板 （3 4 ) は、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の

端部 （2 5 c ) か ら出た気流 （F 2 ) がキャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) 内の下方へ導

かれ るように該気流 （F 2 ) の当たる面 （3 4 d ) が下方 （あるいは斜め下

方） を向いて設置 されている下方誘導導風板 （3 4 ) であ ってよい。 この構

成 によれば、 ヒ一 卜シ ンクの端部 か ら出た気流 をキャ ビネ ッ ト内の下方 （下

部空間） に向かわせ ることがで き、 キャ ビネ ッ ト内に上下方向の広範 囲に循

環 する大 きな気流 を形成 することで、 キャ ビネ ッ 卜内の温度分布のバ ラつ き

を少な く抑 えることな どが可能 となる。

[0014] あ るいは、導風板 （3 2 ) は、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の端部 （2 5 b ) か

ら出た気流 （F 1 ) がキャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) 内の上方へ導 かれ るように該気

流 （F 1 ) の当たる面 （3 2 d ) が上方 （あるいは斜め上方） を向いて設置

されている上方誘導導風板 （3 2 ) であ ってよい。 この構成 によれば、 ヒ一

卜シ ンクの端部 か ら出た気流 をキャ ビネ ッ 卜内の上方 に向かわせ ることがで

きるので、 当該気流でキャ ビネ ッ ト内の上部空間の最上部 （天井部付近な ど

) に滞留する熱 い空気 を分散 させ ることで、 キャ ビネ ッ ト内の上部空間が高

温 になることを効果的に防止で きる。 また、 当該気流が電源駆動回路 ケース

とキャ ビネ ッ 卜の内壁 との隙間、 すなわちキャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) の側壁 （1

O b ) 及び上壁 （1 0 a ) の表面 （内面）及びイ ンバ一タケ一ス （2 2 ) の

外面 に沿 って流れ ることによ り、 キャ ビネ ッ ト （1 0 ) や イ ンバ一タケ一ス

( 2 2 ) の表面の熱 を効果的に除去することもで きる。

[001 5] あ るいは、導風板 （3 2 ， 3 4 ) は、 ヒ一 卜シ ンク （2 5 ) の一方の端部

( 2 5 c ) か ら出た気流 （F 2 ) がキャ ビネ ッ ト （1 0 ) 内の下方へ導 かれ

るように該気流 （F 2 ) の当たる面 （3 4 d ) が下方 を向いて設置 されてい



る下方誘導導風板 （3 4 ) と、 ヒー トシ ンク （2 5 ) の他 方 の端部 （2 5 b

) か ら出た気流 （F 1 ) が キ ャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) 内の上方へ導 かれ るよ うに

該気流 （F 1 ) の 当た る面 （3 2 d ) が上方 を向いて設置 されている上方誘

導導風板 （3 2 ) とを備 えていて よい。 この構成 によれ ば、上記 の上 向 きの

導風板 による作用 と下向 きの導風板 による作用 との両方 の効果 を得 る ことが

で きるので、 キ ャ ビネ ッ 卜内の温度環境 の よ り一層 の最適化 を図 る ことがで

きる。

[001 6] また、上記 の給水装置 では、 ポ ンプ （1 1 ， 1 2 ) 、 モー タ （1 3 ， 1 4

) 、 電源駆動 回路 ケース （2 2 ) はキ ャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) 内の 中央 か らずれ

た位置 に配置 されてお り、上方誘導導風板 （3 2 ) が設置 されている側 の電

源駆動 回路 ケース （2 2 ) の側 面 （2 2 b ) とキ ャ ビネ ッ ト （1 0 ) の 内側

面 （1 O b ) との間隔が反対側 の電源駆動 回路 ケース （2 2 ) の側 面 （2 2

c ) とキ ャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) の 内側面 （1 0 c ) との間隔 よ りも狭 くな つて

お り、上方誘導導風板 （3 2 ) によ り導 かれた気流 （F 2 ) によ って、該上

方誘導導風板 （3 2 ) が設置 されている側 の電源駆動 回路 ケース （2 2 ) の

側 面 （2 2 b ) とキ ャ ビネ ッ ト （1 0 ) の側部 内側面 （1 O b ) との間 （S

1 ) 、 及び電源駆動 回路 ケース （2 2 ) の上面 （2 2 a ) とキ ャ ビネ ッ ト （

1 0 ) の上部 内側面 （1 0 a ) との間 （S 2 ) を通 る流路 が形成 されていて

よい。

[001 7] 給 水装置 のキ ャ ビネ ッ トが比較 的 に小型 の ものであ る場合、 キ ャ ビネ ッ ト

内で中央 か らずれた位置 に配置 されている電源駆動 回路 ケース とキ ャ ビネ ッ

卜の内壁 との隙間が狭 い寸法 とな る ことが多 い。 これ に対 して、本発 明では

、上記 の上方誘導導風板 を設 けた ことで、 この狭 い寸法 の隙間 にも気流 の流

れ を形成 で きる。 このため、熱 い空気の滞留 による温度上昇 を回避 す る こと

で、 キ ャ ビネ ッ 卜内の局所 が高温 にな る ことを防止で きる。

[001 8] また、上記 の給水装置 では、 ポ ンプ （1 1 ， 1 2 ) 、 モー タ （1 3 ， 1 4

) 、 電源駆動 回路 ケース （2 2 ) はキ ャ ビネ ッ 卜 （1 0 ) 内の略 中央 に位置

して配置 されている場合 は、上方誘導導風板 （3 2 ) によ り導 かれた気流 （



F 2 ) を電源駆動回路ケース （2 2 ) の該上方誘導導風板 （3 2 ) が設置 さ

れた側の側面 （2 2 b ) 及び上面 （2 2 a ) に沿 って導 く流路形成板 （3 6

) を設置するとよい。 この構成 によれば、上記の流路形成部材 を設 けること

で、 ヒ一 卜シンクの端部か ら出て上方誘導導風板で導かれた気流 を電源駆動

回路ケースの側面か ら上面 に沿 って流す ことが可能 となる。 したが って、 モ

- タの駆動 によって高温 とな り易い電源駆動回路の効果的な冷却が可能 とな

る。

[001 9] また、上記の給水装置では、 キャビネ ッ 卜 （1 0 ) の内部 には、ポ ンプ （

1 1 ， 1 2 ) に接続 された水配管 （1 6 ， 8 ) が設置 されていてよい。 こ

の構成 によれば、 当該水配管の周囲を流れる気流 との熱交換で該気流 を冷却

することが可能 となる。 したが って、 キャビネ ッ ト内の温度 をよ り低 く抑 え

ることが可能 となる。 また、水配管 との熱交換で冷却 された温度の低 い空気

がファンに吸い込 まれて ヒ一 卜シンクに当たるようになるので、 ヒ一 卜シン

クによる電源駆動回路ケースの冷却作用が高 まると共 に、 キャビネ ッ 卜内の

上部空間の温度低下にも寄与で きる。

[0020] なお、上記の括弧内の符号は、後述する実施形態 における構成要素の符号

を本発明の一例 と して示 したものである。

発明の効果

[0021 ] 本発明にかかる給水装置 によれば、簡単な構成で、 キャビネ ッ ト内の局所

的な温度上昇 を効果的に抑制で きるような気流 を形成することで、 キヤビネ

ッ 卜内における各部の温度分布の最適化 を図ることがで きる。

図面の簡単な説明

[0022] [ 図 1] 本発明の第 1 実施形態 にかかる給水装置 を示す図で、 （a ) は、正面図

、 （b ) は、側面図である。

[ 図2] ( a ) は、 キャビネ ッ ト内のインバ一タケ一ス及びその周辺の詳細構成

を示す斜視図、 （b ) は、 （a ) の X 部分の拡大図である。

[ 図3 ] 導風板の取付構造のバ リエーシ ョンを説明するための図である。

[ 図4] キヤビネ ッ 卜内の空気の流れ及び温度分布 を説明するための図である。



[ 図5] 本発明の第 2 実施形態 にかかる給水装置 を示す正面図である。

[ 図6] ( a ) は、 キャビネ ッ ト内のインバ一タケ一ス及びその周辺の詳細構成

を示す斜視図、 （b ) は、 （a ) の Y 部分の拡大図である。

[ 図 7 ] 導風板の取付構造のバ リエ一シ ヨンを説明するための図である。

[ 図 8 ] キヤビネ ッ 卜内の空気の流れ及び温度分布 を説明するための図である。

[ 図9] 本発明の第 3 実施形態 にかかる給水装置 を示す正面図である。

[ 図 10 ] キヤビネ ッ 卜内の空気の流れ及び温度分布 を説明するための図である

[ 図 11] 本発明の第 4 実施形態 にかかる給水装置の一部 を示す正面図である。

[ 図 12] 従来の給水装置の構成例 を示す正面図である。

発明を実施するための形態

以下、添付図面 を参照 して本発明の実施形態 を詳細 に説明する。

〔第 1 実施形態〕

図 1 は、本発明の第 1 実施形態 にかかる給水装置 1 のキヤビネ ッ 卜1 0 及

びその内部 に収容 された構成部品を示す図である。 この うち、図 1 ( a ) は

正面図、図 1 ( b ) は側面図である。図 1 に示す給水装置 1 は、水 を加圧 し

て送水する二台のポ ンプ 1 1 ， 1 2 と、該ニ台のポ ンプ 1 1 ， 1 2 のそれぞ

れを駆動するモータ 1 3 ， 1 4 と、 モータ 1 3 ， 1 4 に電力を供給するイン

バ一タ装置 （電源駆動回路） 2 3 ， 2 4 を収容 してなるインバ一タケ一ス （

電源駆動回路ケース） 2 2 な どを備 えると共 に、上記のポ ンプ 1 1 ， 1 2 、

モータ 1 3 ， 1 4 、 イ ンバ一タケ一ス 2 2 を収容するキャビネ ッ ト1 0 を備

えて構成 されている。 キャビネ ッ ト1 0 は、 ステ ン レス な どの金属製の板材

か らな り、 それぞれ上壁 1 0 a と左右の側壁 1 O b ， O c とべ一ス 1 O d

と後壁 1 0 g とを組み合わせて縦長の略直方体状の箱型 に形成 されている。

キャビネ ッ 卜1 0 は、平面視の断面形状が横長の長方形状 にな っている。な

お、以下の説明で上又は下、右又は左あるいは横方向 というときは、給水装

置 1 のキャビネ ッ ト1 0 及びその内部の構成部品を図 1 ( a ) に示すように

正面か ら見た状態での上又は下、右又は左、あるいは横方向を指すもの とす



る。また、キャビネット1 0 の長手方向というときは、上記断面の長手方向

(図 1 ( a ) の左右方向）を指すものとする。また、上記インバ一タ装置 （

電源駆動回路） 2 3 ， 2 4 には、 D C リアク トルを含む場合もある。

[0024] キャビネット1 0 内の下部空間 6 には、架台 3 3 が設置されている。なお

、ここでいう下部空間 6 とは、キャビネット1 0 内のポンプ 1 1， 1 2 より

も下側の空間を指すものとする。架台 3 3 は、キャビネット1 0 のべ一ス 1

O d 上に載置されており、該架台 3 3 には、ポンプ 1 1， 2 及び吐出へッ

ダ 1 7 、吸込ヘッダ 1 5 などの各種配管類、及び弁類が固定されている。

[0025] 二台のポンプ 1 1， 1 2 は、架台 3 3 上で横方向に並べて設置されている

。ポンプ 1 1， 1 2 は、それらの回転軸 （図示せず）が鉛直方向に沿って配

置されており、ポンプ 1 1， 1 2 のケ一シングの上部側にはそれぞれモータ

3 ， 4 が配置されている。モータ 1 3 とポンプ 1 1 は、同一軸線上に設

置されており、モータ 1 3 の回転軸 1 3 a (図 2 ( a ) 参照）の上端には、

冷却用のファン 2 7 が固定されている。同様に、モータ 1 4 とポンプ 1 2 は

同一軸線上に設置されており、モータ 1 4 の回転軸 1 4 a (図 2 ( a ) 参照

) の上端には、冷却用のファン2 8 が固定されている。なお、ポンプ 1 1 と

モータ 1 3 及びファン2 7 からなる組と、ポンプ 1 2 とモータ 1 4 及びファ

ン2 8 からなる組は、各組のいずれか一方を交替で運転するようになってお

り、両方の組を同時に運転することはない。

[0026] モータ 1 3 ， 4 は、例えばD C ブラシレスモータである。ポンプ 1 1，

2 は、例えば、多段の渦巻型ポンプであって、流量 3 0 0 L / m i n 、全

揚程 7 O m程度のものを採用可能である。ファン 2 7 ， 2 8 は、合成樹脂製

の部品であって、例えば4 枚羽根のものを用いることができ、その直径は 8

0 m m 程度のものが好適である。なお、ファン 2 7 ， 2 8 は、モータ 1 3

， 4 の回転軸 1 3 a ， 4 b の上端に直接固定されている。そのため、別

付けの空冷ファンと比較 して専用のベアリング等が存在 しないので極めて堅

牢性が高い。そして、ファン2 7 ， 2 8 の回転速度は、インバ一タ装置 2 3

， 2 4 の発熱量に略比例する。即ち、一般に、モータ 1 3 ， 4 およびイン



バ一タ装置 2 3 ， 2 4 の負荷が重 くそれらの発熱量が大きいときには、ファ

ン2 7 ， 2 8 も高速で回転する。そのため、ファン 2 7 ， 2 8 の回転で、モ

—タ 1 3 ， 1 4 及びインバ一タ装置 2 3 ， 2 4 の放熱量に見合う （釣合う）

量の冷却風を送ることが可能である。

[0027] ポンプ 1 1， 1 2 の吸込口は、吸込ヘッダ 1 5 に接続され、ポンプ 1 1，

2 の吐出口は、吐出管 1 6 を経て吐出ヘッダ 1 7 に接続されている。吐出

ヘッダ 1 7 は、ポンプ 1 1， 2 よりも上方に設けられており、吐出ヘッダ

1 7 に集められた水は、吐出合流管 1 8 及び吐出バルブ2 を介 して、図示

しない末端需要者側への配管管路に接続される。

[0028] また、吐出ヘッダ 1 7 の側方には、圧力タンク 1 9 が設置されている。圧

力タンク 1 9 は、吐出合流管 1 8 に接続されている。圧力タンク 1 9 は、加

圧水を蓄圧 （貯留）することでポンプ 1 1， 1 2 の頻繁な起動停止を防止 し

、且つ給水水圧を円滑に一定に保つ機能を有する。吸込ヘッダ 1 5 は、逆流

防止装置 3 5 及び吸込バルブ2 0 を介 して、図示 しない水道本管などの管路

に接続されている。

[0029] また、圧力タンク 1 9 の側方には、制御盤 3 0 が設置されている。制御盤

3 0 は、キャビネッ卜1 0 の側壁 1 0 c の内面に沿って取り付けられている

。制御盤 3 0 は、吐出ヘッダ 1 7 内の圧力を検出する圧力センサの信号を受

けて、末端の需要者における給水水圧が所定の圧力となるように、ポンプ 1

1， 2 を可変速運転するための制御等を行うものである。

[0030] キャビネット1 0 内の上部空間 5 には、インバ一タ装置 2 3 ， 2 4 を収容

してなるインバ一タケ一ス 2 2 が設置されている。なお、ここでいう上部空

間 5 とは、キヤビネッ卜1 0 内のファン2 7 ， 2 8 よりも上側の空間であつ

て、キャビネッ卜1 0 内にある機器や部品等の内部を除く空間を指すものと

する。本実施形態ではインバ一タケ一ス 2 2 は筐体である。インバ一タケ一

ス 2 2 の側壁には開口を設けなくてもよいが、放熱促進のためには、通気口

を設けたほうが好ましい。図 2 ( a ) は、インバ一タケ一ス 2 2 及びその周

辺の詳細構成を示す斜視図であり、図 2 ( b ) は、図 2 ( a ) のX 部分の部



分拡大図である。なお、図 2 ( a ) には、ポンプ 1 1 及びモータ 1 3 の組が

稼働 しているときにフ ァン 2 7 の回転 による送風で生 じる気流 F 1 ， F 2 を

矢印で示 している。以下、給水装置 1 の動作及びそれに伴 う気流の説明をす

るときは、ポンプ 1 1 及びモータ 1 3 の組が稼働 している場合について述べ

る。

[0031 ] イ ンバ一タケ一ス 2 2 は、キャビネッ ト1 0 内の上部空間 5 において、キ

ャビネッ 卜1 0 の上壁 1 0 a か ら吊 り下げられて設置されている （吊下構造

の図示は省略 している）。 このインバ一タケ一ス 2 2 は、キャビネッ ト1 0

内の上部空間 5 における左上の隅部の近傍 に設置されてお り、図 1 に示すよ

うに、横方向で左側 にずれた位置に配置されている。 これにより、インバ一

タケ一ス 2 2 の左側の側面 2 2 b とそれに対向するキヤビネッ 卜1 0 の側壁

(内壁） 1 0 b との間は、狭小な隙間 S 1 になってお り、 また、インバ一タ

ケース 2 2 の上面 2 2 a とそれに対向するキヤビネッ 卜1 0 の上壁 （内壁）

1 0 a との間は、狭小な隙間 S 2 となっている。

[0032] イ ンバ一タケ一ス 2 2 に収容されたインバ一タ装置 2 3 ， 2 4 は、それぞ

れがモータ 1 3 ， 4 に対 して、図示 しないケ一プルを介 して可変周波数 -

可変電圧の交流電力を供給することで、 モータ 1 3 ， 1 4 を可変速駆動する

。 イ ンバ一タ装置 2 3 ， 2 4 は、 モータ 1 3 ， 1 4 の容量 と合わせた容量の

ものが採用される。そ して、インバ一タ装置 2 3 ， 2 4 は、モータ 1 3 ，

4 を駆動する際に発熱する装置であるため、該イ ンバ一タ装置 2 3 ， 2 4 及

びィンバ一タケ一ス 2 2 の内部の温度が上昇 して高温になる。

[0033] イ ンバ一タケ一ス 2 2 の下面 2 2 d には、 ヒ一 卜シンク 2 5 が取 り付けら

れている。 ヒ一 卜シンク 2 5 は、例えばアル ミニウムなどの熱伝導性の高い

金属製であ り、その下面 （フ ァン 2 7 ， 2 8 側 を向 く面）側 に多数の放熱 フ

イン 2 5 f が等間隔に配列形成 されている。各放熱 フイン 2 5 f の間には、

互いが平行に延びる多数の溝部 2 5 g が形成 されている。放熱 フ ィン 2 5 f

は、 ヒ一 卜シンク 2 5 の長手方向 （左右方向）に沿 って一方の端部 2 5 b か

ら他方の端部 2 5 c まで延伸 してお り、溝部 2 5 g は、 ヒ一 卜シンク 2 5 の



両端部 2 5 b ， 2 5 c に貫通 している。また、放熱用のフィン 2 5 f の長手

方向の両端が電源駆動回路ケース 2 の下面 2 d の両端位置にそれぞれ揃

えられていると好適である。さらに、フィン2 5 f には、複数の矩形の板状

のものが好適に用いられる。

[0034] ヒ一 卜シンク2 5 は、モータ 1 3 ， 1 4 及びファン2 7 ， 2 8 の上方にお

ける、該モータ 1 3 ， 4 の回転軸 1 3 a ， 1 4 a の延長線上 （軸線に沿う

真上位置）に配置されている。 したがって、ファン 2 7 ， 2 8 の回転により

送風される空気が、 ヒ一 卜シンク2 5 の下面側に当たる。このことで、 ヒ一

卜シンク2 5 の溝部 2 5 g 内を両側の端部 2 5 b , 2 5 c に向かって当該送

風された空気が流れるようになっている。

[0035] そ して、本実施形態の給水装置 1 は、図 1及び図 2 に示すように、 ヒ一 卜

シンク2 5 の一方の端部 2 5 c に取り付けた導風板 （下方誘導導風板） 3 4

を備えている。導風板 3 4 は、金属又は合成樹脂製の矩形状の板材からなり

、その根元側の端辺がヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 c におけるインバ一タケ

—ス 2 2 の下面 2 2 d 側 （上端側）に取り付けられており、 ヒ一 卜シンク2

5 の端部 2 5 c から下方に向かって延びている。詳細には、導風板 3 4 の根

元側の端辺は、 ヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 c における放熱フィン2 5 f の

根元部 （溝部 2 5 g の底部）に対応する位置に接続されている。導風板 3 4

と放熱フィン2 5 f は、互いの面が略直交するように取り付けられている。

したがって、導風板 3 4 は、 ヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 c から出た気流が

当たる面 （内面） 3 4 d (図 2 ( b ) 参照）が下方を向くように傾斜 した状

態で設置されている。また、導風板 3 4 の長さ寸法 L 1 (図 2 ( b ) 参照）

は、図 1及び図 2 に示すように、その先端がヒ一 卜シンク2 5 の下端と同程

度の高さかそれよりも下方まで達するような寸法に設定すると良い。また、

導風板 3 4 の幅寸法 （奥行寸法） L 2 (図 2 ( b ) 参照）は、 ファン 2 7 ，

8 からの送風がヒ一 卜シンク2 5 の溝部 2 5 g を通る分の寸法だけあれば

良く、本実施形態では、図 1 ( b ) に示すように、インバ一タケ一ス 2 2 の

奥行寸法の 2 / 3 程度の寸法に設定されている。また、導風板 3 4 は、図 2



( b ) に示すように、その内面 3 4 d とインバ一タケ一ス 2 2 の下面 2 2 d

(又はヒ一 卜シンク2 5 の上面）との成す角度 が 9 0 度以上 1 8 0 度未満

(すなわち、 9 0 ° < 1 8 0 ° ) となるように傾斜 した状態で取り付け

られている。より好ましくは、 が 1 0 0 度~ 1 5 0 度の範囲内の角度とな

るように取り付ける。

[0036] 図 3 は、導風板 3 4 の取付構造のバ リエーションについて説明するための

図である。導風板 3 4 は、図 3 ( a ) に示すように、 ヒ一 卜シンク2 5 の端

部 2 5 c に直接取り付けることができる。この場合は、導風板 3 4 の根元側

の端辺がフイン2 5 f の付け根部分、あるいは溝部 2 5 g の底部に接続され

るように取り付けるとよい。また、導風板 3 4 の他の取付構造として、図 3

( b ) に示すように、インバ一タケ一ス 2 2 の側面 2 2 c に取り付けて、 ヒ

- 卜シンク2 5 の端部 2 5 c に対向する位置まで延在させることもできる。

なお、図示は省略するが、導風板 3 4 の根元側の端辺をインバ一タケ一ス 2

2 の下面 2 2 d とヒ一 卜シンク2 5 との境界線上に取り付けることもできる

。その他にも、図 3 ( c ) に示すように、 ヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 c に

対向するキャビネッ卜1 0 内の他の部品 3 7 に、導風板 3 4 を取り付けるこ

ともできる。この場合は、導風板 3 4 の先端部がヒ一 卜シンク2 5 の端部 2

5 c に当接するように設けても良いし、該先端部がヒ一 卜シンク2 5 の端部

5 c から僅かに離れた位置に配置されるように設けても良い。

[0037] 図 4 は、本実施形態の給水装置 1 におけるキャビネッ卜1 0 内の空気の流

れ及び温度分布を説明するための図である。図4 には、給水装置 1 を運転 し

たときのキャビネッ卜1 0 内の各部 （図4 のA 点〜0 点）の温度分布を示 し

ている。また、 A 点〜0 点に対応 して括弧内に示 した数字は、導風板 3 4 を

設けていない従来の給水装置 1 0 0 (図 1 2 ) のキャビネッ卜1 0 内で測定

した同一箇所における温度と比較 した温度差を示 している。ここで、 A 点〜

0 点それぞれの位置を概説すると、 A 点は、キャビネッ卜1 0 の側壁 1 O b

とインバ一タケ一ス 2 2 の側面 2 2 b との間 （隙間S ) の空間、 B点は、

キヤビネッ卜1 0 の上壁 1 0 a とインバ一タケ一ス 2 2 の上面 2 2 a との間



(隙間 S 2 ) の空間、 C 点は、 インバ一タケ一ス 2 2 の下側の空間、 D 点は

、圧力タンク 1 9 の上方の空間、 E 点は、圧力タンク 1 9 の下方の空間、 F

点は、ポ ンプ 1 1 とポ ンプ 1 2 の間の空間、 G 点は、 キャビネ ッ 卜1 0 の側

壁 1 0 b とポ ンプ 1 1 との間の空間、 H 点は、吸込へ ッダ 1 5 の下方の空間

、 し点は、 キャビネ ッ ト1 0 内の下部空間 6 における左側、 J 点は、逆流防

止装置 3 5 の下方の空間、 K 点は、 キャビネ ッ ト1 0 内の下部空間 6 におけ

る右側、 L 点は、 キャビネ ッ ト1 0 の上壁 1 0 a の外面 （左側）、 M 点は、 キ

ャビネ ッ ト1 0 の上壁 1 0 a の外面 （右側）、 N 点は、 インバ一タケ一ス 2 2

の内部、 0 点は、 インバ一タ装置 2 3 の表面である。一方、図 1 2 は、導風

板 3 4 を設 けていない従来の給水装置 1 0 0 の構成例 を示す図である。図 1

2 では、本実施形態の給水装置 1 と同一又は対応する構成部品には共通の符

号 を付 している。 また、図 4 、 図 8 、 図 1 0 及び図 1 2 では、給水装置 1 ，

1 0 0 の運転時に発熱する主な発熱部分 （発熱部品）に斜線 を付 している。

以下、 これ らの図を用いて、導風板 3 4 を設 けた ことによる効果 を詳述する

ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 c に導風板 3 4 を取 り付 けていない従来構造

の給水装置 1 0 0 では、 キャビネ ッ 卜1 0 内の温度分布は、上部空間 5 がも

つとも温度が高 く、下方 になるにつれて温度が低 くなる分布 を呈 していた。

そ して、図 1 2 に示すように、 ヒ一 卜シンク 2 5 による熱交換で高温 にな つ

た空気が該 ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 c か ら出てキヤビネ ッ 卜1 0 内の右

側へ向か って略水平 に流れる （気流 F 2 ' ) 。 そのため、 当該高温の空気が

キャビネ ッ ト1 0 内の上部空間 5 及びその近傍 に滞留 していた。 これによ り

、 キャビネ ッ 卜1 0 内を循環する空気の流れが妨 げ られ、 キャビネ ッ 卜1 0

内の上部空間 5 に近い場所 にある温度の高い空気がモータ 1 3 の近傍か らフ

アン 2 7 に吸い込 まれていた。 この状態では、 ファン 2 7 による気流でキヤ

ビネ ッ 卜1 0 内の上部空間 5 の温度上昇 を十分 に抑制する効果 を望む ことが

で きなか った。 また、 ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 c か ら出た空気が、 キヤ

ビネ ッ ト1 0 内の上部空間 5 に滞留することで、 フ ァ ン 2 7 による送風 に対



する抵抗が大 きくなるため、 ファン 2 7 による送風の風量低下につながるお

それもあった。

[0039] —方、本実施形態の給水装置 1 では、図 4 に示すように、モータ 1 3 の回

転軸 1 3 a が回転すると、回転軸 1 3 a の上端 に取 り付けたファン 2 7 が回

転することで気流が発生する。 この気流が ヒ一 卜シンク 2 5 に当た り、左右

に向きを変えて溝部 2 5 g に沿 って流れる水平方向の気流 F 1 ， F 2 となる

。そ して、溝部 2 5 g を図 2 に示す右向きに流れた気流 F 2 は、導風板 3 4

に当たることでその進行方向を下側向きに変えて、キャビネッ ト1 0 内の下

方へ向かう気流 F 3 となる。 この気流 F 3 は、キャビネッ ト1 0 内の下部空

間 6 にあるより低温の空気を巻 き込んで流れる。そ して気流 F 3 は、ポンプ

1 やその周辺の配管類などの通水部 によって冷却され、モータ 1 3 の外周

部 を通 ってファン 2 7 に入る。そ して、再びファン 2 7 か ら出た送風が ヒ一

卜シンク 2 5 の放熱 フ ィン 2 5 f に当たる。 したがって、冷却された空気に

よってモータ 1 3 の外周部が冷却されると共に、 ヒ一 卜シンク 2 5 が冷却さ

れる。

[0040] このように、導風板 3 4 を設置 したことで、従来の気流 F 2 ' が発生せず

ヒ一 卜シンク 2 5 との熱交換で温め られた空気がキヤビネッ 卜1 0 内の上部

空間 5 に滞留せずに済む。 このため、温め られた空気をキャビネッ ト1 0 内

の下部空間 6 へ逃がすことができる。 また、導風板 3 4 で向きを変え られた

気流 F 3 がキャビネッ ト1 0 内の下方へ向かって流れる。 このことで、 ヒ一

卜シンク 2 5 の他方の端部 2 5 b か ら出る気流 F も、キヤビネッ 卜1 0 の

側壁 1 0 b とインバ一タケ一ス 2 の側面 2 2 b との隙間 S 、及びキヤビ

ネッ ト1 0 の上壁 1 0 a とインバ一タケ一ス 2 2 の上面 2 2 a との隙間 S 2

へ よりスムーズに流れやす くな り、気流 F 4 を発生させる。

[0041 ] すなわち、本実施形態の給水装置 1 では、下向きの導風板 3 4 を ヒ一 トシ

ンク 2 5 の端部 2 5 c に設置 した。 このことで、図 4 に示すように、 ヒ一 卜

シンク 2 5 の端部 2 5 c か ら出た高温の気流 F がキャビネッ 卜1 0 内の右

側へ直接的に流れる気流 F 2 とはな らず、導風板で向きを変え られて下向



きに流れる気流 F 3 が生 じる。当該気流 F 3 は、キャビネット1 0 内の下部

空間 6 にあるより低温の空気を巻き込んで流れる。そして気流 F 3 は、再び

上記通水部の周囲を通過 し、その後、ポンプ 1 1 及びモータ 1 3 の外周を通

つてファン2 7 に吸い込まれる流路で循環する。これにより、 ヒ一 卜シンク

2 5 から導風板 3 4 を経てキヤビネッ卜1 0 内の略中央を降下することで、

キャビネッ卜1 0 内の全体を循環する大きな気流 F 3 が形成される。このた

め、当該気流 F 3 によって、 ヒ一 卜シンク2 5 が従来よりも低温の空気で熱

交換されるようになる。

[0042] その結果、本実施形態の給水装置 1 では、第 1 の効果として、従来構造の

給水装置 1 0 0 と比較 して、 ヒ一 卜シンク2 5 による熱交換の効率を高める

ことができる。このため、インバ一タケ一ス 2 2 内のインバ一タ装置 2 3 ，

2 4 の発熱をより効果的に取り除くことが可能となる。 したがって、インバ

—タケ一ス 2 2 内の温度が低下する。そのうえ、インバ一タケ一ス 2 2 から

上方への熱移動量が少なくなることで、ィンバ一タケ一ス 2 2 とキヤビネッ

卜1 0 との隙間S ，S 2 の雰囲気温度が低下する。

[0043] また、第 2 の効果として、導風板 3 4 による気流 F 3 の影響で、キャビネ

ッ卜1 0 内の気流 F 2 による空気滞留が解消 し、ファン2 7 の送風に対す

る抵抗が小さくなる。そのため、ファン 2 7 による送風量を増加させること

ができる。これにより、インバ一タケ一ス 2 2 とキャビネット1 0 の側壁 1

0 b との隙間S に気流 F 4 が発生 して空気が流れ込むようになる。そうす

ると、当該隙間S からインバ一タケ一ス 2 2 の上側の隙間S 2 を通過する

この気流 F 4 によって、キャビネット1 0 内の上部空間 5 に滞留 していた熱

い空気が押 し出されて取り除かれる。 したがって、図4 に示すように、低温

の空気がキャビネッ卜1 0 内の右隅側の空気を巻き込んで再びキャビネッ卜

1 0 の下部空間 6 からモータ 1 3 へ流れる。上記第 1、第 2 の効果のいずれ

か一方又は両方によって、キャビネッ卜1 0 内の上部空間 5 での高温の空気

の滞留が解消され、キャビネッ卜1 0 内の温度の偏 りが改善される。

[0044] 導風板 3 4 を設けたことによるキャビネッ卜1 0 内の各部 （図4 に示すA



点〜0 点）の温度変化を見ると、キャビネット1 0 内の下部空間 6 に位置す

るH点， I 点， J 点， K点の4 箇所では温度が上昇 しているが、それ以外の

上部空間 5 内の各点を含む箇所では、いずれも温度が低下 している。すなわ

ち、導風板 3 4 を設けたことで、キヤビネッ卜1 0 内の上部空間 5 の空間温

度が下がり、下部空間 6 の雰囲気温度が上がることで、キャビネット1 0 内

の全体での雰囲気温度の偏 りが緩和されていることがわかる。

[0045] 以上説明 したように、本実施形態の給水装置 1 によれば、導風板 3 4 で向

きを変えられた気流によって、図4 に示すキャビネット1 0 内に大きく循環

する気流を形成することができる。これによつて、キャビネット1 0 内の空

気がスムーズに攪拌される。このことで、キャビネット1 0 内の上部空間 5

に局所的に熱い空気が滞留するのを防止でき、キャビネッ卜1 0 内の上部空

間 5 の空間温度、該上部空間 5 に設置された電気部品の温度、及びキャビネ

ッ卜1 0 の側壁 1 0 b 及び上壁 1 0 a の表面温度をいずれも下げることがで

きる。

[0046] また、給水装置 1 を屋外の直射日光が当たる場所に設置 している場合でも

、導風板 3 4 を設けたことで、日射で高温となったキャビネット1 0 の上壁

1 0 a 及び上端側の側壁 1 O b ， O c の表面 （内面）に沿って空気が流れ

るようになるので、上壁 1 O a 及び側壁 1 0 b ， O c の表面の熱を効果的

に除去することが可能となる。また、キャビネット1 0 とインバ一タケ一ス

2 の隙間S 1，S 2 にも空気の流れが生 じるため、キャビネット1 0 内の

上部空間 5 に集まった熱い空気が分散されて、熱い空気の滞留による温度上

昇を防止できる。 したがって、導風板 3 4 の採用により、新たな空冷機構を

別途に設けなくても、キャビネット1 0 内の上部に配置 したインバ一タ装置

2 3 , 2 4 を含む電気部品及びその周囲の温度環境の最適化を図ることが可能

となり、給水装置 1 の運転時における安全性の確保や長期の機能維持が可能

となる。

〔第 2 実施形態〕

次に、本発明の第 2 実施形態について説明する。なお、第 2 実施形態の説



明及び対応する図面においては、第 1実施形態と同一又は相当する構成部分

には同一の符号を付 し、以下ではその部分の詳細な説明は省略する。また、

以下で説明する事項以外の事項については、第 1実施形態と同 じである。こ

の点は、他の実施形態においても同様である。

[0047] 図 5 は、本発明の第 2 実施形態にかかる給水装置 1 _ 2 を示す正面図であ

る。また、図 6 ( a ) は、第 2 実施形態の給水装置 1 _ 2 が備えるインバ一

タケ一ス 2 2 及びその周辺の詳細構成を示す部分拡大斜視図、図 6 ( b ) は

、図 6 ( a ) のY 部分の部分拡大図である。本実施形態の給水装置 1 _ 2 は

、第 1実施形態の給水装置 1 が備える導風板 3 4 に代えて、 ヒ一 卜シンク2

5 における導風板 3 4 を設けていた端部 2 5 c とは反対の端部 （他端） 2 5

b に取り付けた他の導風板 （上方誘導導風板） 3 2 を備えている。この導風

板 3 2 は、図 6 ( b ) に示すように、中間の屈曲部 3 2 c を挟んでその両側

に2 枚の長方形状の平板部 3 2 a , 3 2 b が一体に接続されていることで、

断面が略 L 字型 （くの字型）に形成された板状部材である。一方、導風板 3

2 の平板部 3 2 b は、平板部 3 2 a に対 して成す角度 が一例として約 1 2

0 度の角度に設定されている。なお、導風板 3 2 を構成する2 枚の平板部 3

2 a , 3 2 b は、屈曲部 3 2 c において互いが成す角度 が、 9 0 度以上 1

8 0 度未満の角度 （すなわち、 9 0 ° < 1 8 0 ° ) となるように形成す

るとよい。より好ましくは、 = 1 1 0 ° ~ 1 6 0 ° となるように形成する

とよい。

[0048] 第 1実施形態の導風板 3 4 と同様、本実施形態の導風板 3 は、金属製又

は合成樹脂製の板材として形成されている。導風板 3 2 は、 2 枚の平板部 3

2 a , 3 2 b を一体成型 したものであってもよいし、別体で形成 した 2 枚の

平板部 3 2 a ，3 2 b を屈曲部 3 2 c で接続 した構成であってもよい。導風

板 3 2 の一方の平板部 3 2 a は、 ヒ一 卜シンク2 5 に形成された放熱フィン

2 5 f の端部 2 5 b 側において、各放熱フイン2 5 f の下端 （先端）に取り

付けられている。これにより、平板部 3 2 b は、インバ一タケ一ス 2 2 の下

面 2 2 d 及びヒ一 卜シンク2 5 の下面と平行に配置されている。また、導風



板 3 2 の屈曲部 3 2 c は、 ヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 b に合わせて配置さ

れている。そして、他の平板部 3 2 a は、屈曲部 3 2 c において平板部 3 2

b に対 して約 1 2 0 度の角度を成 して連接されている。このため、他の平板

部 3 2 a は屈曲部 3 2 c から外側の上方 （図の斜め左上方）に向かって延び

ている。これにより、 ヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 b から出た気流の当たる

平板部 3 2 a の内面 3 2 d が、上方を向いて配置されている。なお、導風板

3 2 の幅寸法 （奥行寸法） L 3 は、第 1実施形態の導風板 3 4 と同様、イン

バ一タケ一ス 2 2 の奥行寸法に対 して 2 / 3 程度の寸法に形成されている。

[0049] 図 7 は、導風板 3 2 の取付構造のバ リエーションについて説明するための

図である。導風板 3 2 は、図 7 ( a ) に示すように、 ヒ一 卜シンク2 5 の端

部 2 5 b に直接取り付けることができる。この場合は、導風板 3 の平板部

3 2 b は、 ヒ一 卜シンク2 5 におけるファン 2 7 からの空気が直接衝突 しな

い部分であるヒ一 卜シンク2 5 の端部 2 5 b 及びその近傍に取り付けるよう

にする。これにより、 ヒ一 卜シンク2 5 の溝部 2 5 g 内の空気が拡散するな

どしてヒ一 卜シンク2 5 の下方に流れ込まないように誘導することができる

。平板部 3 2 a の先端は、キャビネッ卜1 0 の側壁 1 0 b に対 して僅かな隙

間を有 して対向配置されている。なおこれ以外にも、平板部 3 2 a の先端を

キャビネッ卜1 0 の側壁 1 0 b に当接させて配置することも可能である。 ヒ

— 卜シンク2 5 の端部 2 5 b から出た気流 F を導風板 3 で上方へ効果的

に導 くためには、平板部 3 2 b の先端をキヤビネッ卜1 0 の側壁 1 0 b に対

して隙間無 く当接させておくことが望ましい。

[0050] さらに、導風板 3 2 の他の取付構造として、図 7 ( b ) に示すように、 ヒ

- 卜シンク2 5 の端部 2 5 b に対向 して配置されたキヤビネッ卜1 0 の側壁

1 0 b に取り付けることもできる。この場合も、導風板 3 2 の先端部がヒ一

卜シンク2 5 の端部 2 5 b に当接するように設けても良いし、 ヒ一 卜シンク

2 5 の端部 2 5 b から僅かに離れて配置されるように設けても良い。なお、

本実施形態の導風板 3 2 は、上記のように2 枚の平板部 3 2 a ，3 2 b を有

する略 L 字型の板には限らず、図 7 ( c ) に示すように、 1枚の平板 （上向



きに傾斜する平板部 3 2 a に対応する部分のみ）をヒ一 卜シンク 2 5 の端部

2 5 b に取 り付けた構成であってもよい。

[0051 ] 図 8 は、本実施形態の給水装置 1 _ 2 におけるキャビネッ 卜1 0 内の空気

の流れ及び温度分布について説明するための図である。図 8 では、第 1 実施

形態の図 4 と同様、給水装置 1 _ 2 を運転 したときのキャビネッ 卜1 0 内の

気流を矢印で示すと共に、キャビネッ 卜1 0 内の各部 （図の A 点〜 0 点）の

温度分布 （従来構造 との温度差）を示 している。

[0052] 図 6 に示すように、 ファン 2 7 か ら送 られた空気は、 ヒ一 卜シンク 2 5 に

当た り、左右に向きを変えて ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 g に沿 う気流 F

， F 2 を形成する。そ して、図 8 に示すように、溝部 2 5 g を右向きに流れ

た空気は、 ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 c か ら出てキヤビネッ 卜1 0 内の右

側へ向かって略水平 に流れる （F 2 ' ) 。 その一方で、図 6 に示すように、

溝部 2 5 g を左向きに流れた気流 F 1 は、 ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 b か

ら出て導風板 3 2 の平板部 3 2 a に当たる。 このことで、気流 F は上方へ

向きを変え られて、キヤビネッ 卜1 0 の側壁 1 0 b とインバ一タケ一ス 2 2

の側面 2 2 b との隙間 S を上方に向かって流れる。

[0053] 導風板 3 2 を設けていない従来の給水装置 1 0 0 では、図 1 2 に示すよう

に、 ヒ一 卜シンク 2 5 の溝部 2 5 g を左側へ流れて該 ヒ一 卜シンク 2 5 の端

部 2 5 b まで到達 した空気は、キヤビネッ 卜1 0 の側壁 1 O b とヒ一 卜シン

ク 2 5 の端部 2 5 b との隙間付近の空間に停滞 し易かった。 これに対 して、

本実施形態の給水装置 1 _ 2 では、導風板 3 2 を設けたことで、送風用の新

たな動力源などを設けることな く、キャビネッ ト1 0 の側壁 1 0 b とインバ

—タケ一ス 2 2 との隙間 S 1 ヘスムーズに空気が流れるように気流 （F 4 )

を構成できる。そのため、熱せ られた空気がキャビネッ ト1 0 内の上部空間

5 に滞留することを防止できる。 また、キャビネッ ト1 0 の側壁 1 0 b 及び

上壁 1 O a の表面 （内面）及びインバ一タケ一ス 2 2 の外面に沿 って空気が

流れることにより、キャビネッ ト1 0 やインバ一タケ一ス 2 2 の表面の熱を

効果的に除去することもできる。



[0054] すなわち、本実施形態の給水装置 1 _ 2 では、インバ一タケ一ス 2 2 とキ

ャビネッ卜1 0 の側壁 1 0 b 及び上壁 1 0 a との隙間S 1，S 2 に滞留する

空気を、キャビネット1 0 内の上部空間 5 における熱い空気が滞留 している

部分へ導 く。そして、その気流 （F 4 ) で （気流の勢いで）当該滞留する熱

い空気を、キャビネット1 0 内の下部空間 6 寄りの位置まで押 し出すように

して導 くことで、当該熱い空気をキャビネット1 0 内の下部空間 6 にある比

較的に低温の空気と混合 してモータ 1 3 のファン 2 7 へ循環させる。これに

より、キャビネッ卜1 0 内の上部空間 5 にあった高い温度の空気の滞留が解

消される。ただ し、導風板 3 4 を設けた第 1実施形態の給水装置 1 とは異な

り、 ヒ一 卜シンク2 5 で熱交換されて温度上昇 した気流 F 2 が、 ヒ一 トシ

ンク2 5 の端部 2 5 c から出てキヤビネッ卜1 0 内の幅方向の中央部に向か

つて略水平に流れて気流 F 4 の妨げとなる。このため、キャビネット1 0 内

の下方へ流れる空気の勢いは比較的に弱くなる。 したがって、キャビネット

0 内の温度低下の効果は、下向きの導風板 3 4 を設けた場合よりも小さく

なると考えられる。

[0055] 導風板 3 2 を設けたことによるキャビネット1 0 内の各部 （図 8 に示すA

点〜0 点）の温度変化を見ると、導風板 3 4 を設けた第 1実施形態と同様に

、キャビネット1 0 内の下部空間 6 に位置するH点， I 点， J 点， K点の4

箇所では、温度変化が無いか又は温度が上昇 しているが、それ以外の上部空

間 5 内の各点を含む箇所では、いずれも温度が低下 している。すなわち、導

風板 3 2 を設けたことでも、キャビネッ卜1 0 内の上部空間 5 の空間温度が

下がり、下部空間 6 の雰囲気温度が上がることで、キヤビネッ卜1 0 内の全

体での雰囲気温度の偏 りが緩和されていることがわかる。

〔第 3 実施形態〕

次に、本発明の第 3 実施形態について説明する。図 9 は、本発明の第 3 実

施形態にかかる給水装置 1 _ 3 を示す正面図である。本実施形態の給水装置

1 _ 3 は、第 1実施形態の給水装置 1 が備える下向きに傾斜する導風板 （下

方誘導導風板） 3 4 と、第 2 実施形態の給水装置 1 _ 2 が備える上向きに傾



斜する導風板 （上方誘導導風板） 3 2 との両方を備えている。すなわち、 ヒ

— 卜シンク2 5 の一方 （右側）の端部 2 5 c には、下向きの導風板 3 4 が取

り付けられており、他方 （左側）の端部 2 5 b には、上向きの導風板 3 が

取り付けられている。

[0056] 図 1 0 は、導風板 3 と導風板 3 4 の両方を設けた本実施形態の給水装置

_ 3 におけるキャビネッ卜1 0 内の空気の流れ及び温度分布を説明するた

めの図である。図 1 0 には、給水装置 1 _ 3 を運転 したときのキャビネッ卜

0 内の気流を矢印で示すと共に、キャビネッ卜1 0 内の各部 （図のA 点〜

0 点）の温度分布 （従来構造との温度差）を示 している。

[0057] 本実施形態の給水装置 1 ― 3 では、図 1 0 に示すように、導風板 3 4 で導

かれたキャビネット1 0 内に大きく循環する気流 F 3 と、他の導風板 3 2 で

導かれたキャビネット1 0 とインバ一タケ一ス 2 2 との隙間S 1，S 2 を流

れる気流 F 4 との両方を形成することができる。また、気流 F 4 によって制

御盤 3 0 の周辺にも下降気流が形成され、制御盤 3 0 を冷却する効果も奏す

ることができる。即ち、キャビネット1 0 内の空気がよりスムーズに攪拌さ

れるので、キャビネッ卜1 0 内の上部空間 5 に局所的に熱い空気が滞留する

のをより効果的に防止できる。このため、キャビネット1 0 内の上部空間 5

の空間温度、該上部空間 5 に設置された電気部品の温度、及びキャビネット

1 0 の側壁 1 O b 及び上壁 1 0 a の表面温度を下げることができる。なお、

導風板 3 2 と導風板 3 4 のいずれか一方のみでも、上記のようなキャビネッ

卜1 0 内の気流形成、温度均一化には一定の効果があるが、両者を組み合わ

せて設けることにより、その効果がより一層顕著になる。

[0058] つまり、本実施形態の給水装置 1 ― 3 では、導風板 3 と導風板 3 4 の両

方を設置 したことにより、下記のような効果が得 られる。すなわち、導風板

3 と導風板 3 4 との双方の効果の組み合わせになることで、導風板 3 と

導風板 3 4 のいずれか一方のみを設けた第 1、第 2 実施形態の給水装置 1，

- と比較 して、ィンバ一タケ一ス 2 2 とキヤビネッ卜1 0 の側壁 1 0 b

及び上壁 1 0 a との隙間S ，S 2 の温度が更に低下するという効果がある



。その理由は、キャビネッ ト1 0 内を循環する循環流の風量がより多 くなる

ことで、図 1 0 に示すように、循環流がキャビネッ ト1 0 内のより下方 まで

(下部空間 6 のより低い位置 まで）届 くように大 きくなる。 これにより、当

該循環流が効率良 く低温の空気を巻 き込むことで、キャビネッ 卜1 0 内の上

部空間 5 にある空気 と、該上部空間 5 にある空気よりも温度が低い下部空間

6 にある空気 との撹拌混合効果がより高 くなるためである。

[0059] 図 1 0 に示す温度分布を見ると、本実施形態の給水装置 1 _ 3 では、導風

板 3 2 と導風板 3 4 の両方を設けたことにより、キャビネッ ト1 0 内の上部

空間 5 の雰囲気温度が下が り、下部空間 6 の雰囲気温度が上がっていること

で、キャビネッ 卜1 0 内の全体 と して雰囲気温度の偏 りが緩和されているこ

とがわかる。

[0060] また、本実施形態の導風板 3 及び導風板 3 4 は、第 1 実施形態の導風板

3 4 や第 2 実施形態の導風板 3 2 と同様、 ヒ一 卜シンク 2 5 の端部 2 5 b ，

2 5 c に取 り付ける以外にも、 ヒ一 卜シンク 2 5 の近傍であれば、 ヒ一 トシ

ンク 2 5 に取 り付けな くても、例えば、インバ一タケ一ス 2 2 の側面におけ

る任意の位置やキャビネッ 卜1 0 の側壁 1 0 b な どに取 り付けて、その先端

側が ヒ一 卜シンク 2 5 に当接又は近接するように設けてもよい。その他、キ

ャビネッ 卜1 0 内で ヒ一 卜シンク 2 5 の近傍 に設置 した他の部品に取 り付け

ることも可能である。

[0061 ] 〔第 4 実施形態〕

次に、本発明の第 4 実施形態について説明する。図 1 1 は、本発明の第 4

実施形態にかかる給水装置 1 一 4 の一部 を示す図である。本実施形態の給水

装置 1 _ 4 では、ィンバ一タケ一ス 2 2 を給水装置 1 _ 4 のキヤビネッ 卜1

0 内における横方向の略中央で、かつ、キャビネッ 卜1 0 の上壁 1 O a に対

して幾 らか離間 した低い位置に設置 している。 これにより、インバ一タケ一

ス 2 2 をキヤビネッ 卜1 0 内の上部空間 5 の隅部 に設置 していた第 1 乃至第

3 実施形態の給水装置 1 ~ 1 _ 3 と比較 して、インバ一タケ一ス 2 2 とキヤ

ビネッ 卜1 0 の側壁 1 0 b との間隔、及びィンバ一タケ一ス 2 2 とキヤビネ



ッ卜1 0 の上壁 1 0 a との間隔がいずれも広 くなつている。

[0062] このようなインバ一タケ一ス 2 2 とキャビネット1 0 の側壁 1 O b との配

置関係では、上述の第 1乃至第 3 実施形態の給水装置 1 ~ 1 _ 3 が備える下

向きの導風板 （下方誘導導風板） 3 4 や上向きの導風板 （上方誘導導風板）

3 2 だけでも、それぞれの導風板 3 4 , 3 2 の効果によって、キャビネット1

0 内の温度の偏 りを一定程度は解消できる。なおその場合、図示は省略する

が、上向きの導風板 3 2 及び下向きの導風板 3 4 は、図 1 1 ( a ) ， （b )

に示すものを、ィンバ一タケ一ス 2 2 及びヒ一 卜シンク2 5 に対する左右の

取付位置を入れ替えたものにして設置することも可能である。

[0063] そのうえで、本実施形態の給水装置 1 _ 4 では、インバ一タケ一ス 2 2 か

ら発生する熱の滞留をより効果的に防止するための構成として、 ヒ一 卜シン

ク2 5 から出て導風板 3 2 で導かれた空気をィンバ一タケ一ス 2 2 の側面 2

2 b から上面 2 2 a に沿って流すガイ ド板 （流路形成板） 3 6 を設置 してい

る。このガイ ド板 3 6 は、図 1 1 ( a ) に示すように、インバ一タケ一ス 2

2 の側面 2 2 b 及び上面 2 2 a に沿う略 L 字型の断面を有する板状の部材で

あって、根元側の端部が導風板 3 の先端に取り付けられている。そして、

その導風板 3 2 の先端からインバ一タケ一ス 2 2 の側面 2 2 b に沿って （側

面 2 2 b と平行に）上方へ延びる第 1平板部 3 6 a と、該平板部 3 6 a の先

端からインバ一タケ一ス 2 2 の上面 2 2 a に沿って （上面 2 2 a と平行に）

横方向へ延びる第 2 平板部 3 6 b とを備えている。

[0064] ガイ ド板 3 6 とィンバ一タケ一ス 2 の側面 2 2 b 及び上面 2 2 a との隙

間の幅寸法は、任意の寸法に設定することが可能であるが、 ヒ一 卜シンク2

5 の放熱フィン 2 5 f の高さ寸法と同程度の幅寸法とすることが好ましい。

また、ガイ ド板 3 6 の第 2 平板部 3 6 b の長さ寸法も任意の寸法とすること

ができるが、第 2 平板部 3 6 b がィンバ一タケ一ス 2 2 内のィンバ一タ装置

2 3 , 2 4 を設けた位置に対応するように、第 2 平板部 3 6 b の先端がイン

バ一タケ一ス 2 2 内のィンバ一タ装置 2 3 ， 2 4 の上方を覆ってそれらの端

部 （右側の端部）に対応する位置まで延伸 していることが好ましい。また、



ガイ ド板 3 6 の幅寸法 （奥行寸法）は、導風板 3 2 と同 じ寸法であってよい

[0065] 本実施形態の給水装置 1 _ 4 のように、ィンバ一タケ一ス 2 がキヤビネ

ッ卜1 0 内の中央部に配置されている場合、図 1 1 ( b ) に示すように、 ヒ

— 卜シンク2 5 における導風板 3 及びガイ ド板 3 6 を設けた端部 2 5 b と

は反対側の端部 2 5 c に下向きの導風板 3 4 を更に設置 してもよい。さらに

、図示は省略するが、上向きの導風板 3 2 及び下向きの導風板 3 4 は、図 1

1 ( a ) ， （b ) に示すものを、インバ一タケ一ス 2 2 及びヒ一 卜シンク2

5 に対する左右の取付位置を入れ替えたものにして設置 したうえで、ガイ ド

板 3 6 も左右を入れ替えて設置することも可能である。

[0066] 以上、本発明の実施形態を説明 したが、本発明は上記実施形態に限定され

るものではなく、特許請求の範囲、及び明細書と図面に記載された技術的思

想の範囲内において種々の変形が可能である。例えば、上記実施形態では、

ィンバ一タケ一ス 2 2 の下部に設けたヒ一 卜シンク2 5 は、該ィンバ一タケ

—ス 2 2 とは別部材で構成されたものを取り付けている場合を示 したが、こ

れ以外にも、 ヒ一 卜シンク2 5 (放熱フィン2 5 f ) は、インバ一タケ一ス

2 2 の下面 2 2 d に一体形成 したものであってもよい。

符号の説明
[0067] 1 1 - 4 給水装置

1 0 キヤビネッ卜

0 a 上壁

0 b , 1 0 c 側壁

1 1， 1 2 ポンプ

3 , 4 モ一タ

1 5 吸込ヘッダ

6 吐出管

1 7 吐出ヘッダ

1 8 吐出合流管



1 9 圧力 タンク

2 0 吸込バル ブ

2 1 吐出バル ブ

2 2 ィ ンバ一タケ一ス

2 2 a 上面

2 2 b 側面

2 2 d 下面

2 3 , 2 4 イ ンバ一タ装置

2 5 ヒ一 卜シンク

2 5 a 上面

2 5 b 端部 （左側）

2 5 c 端部 （右側）

2 5 f 放熱 フィン （板状 フィン）

2 5 g 溝部

2 7 , 2 8 ファン

3 0 制御盤

3 2 導風板 （上方誘導導風板）

3 2 a , 3 b 平板部

3 2 c 屈曲部

3 2 d 内面 （気流の当たる面）

3 3 カにム
木 口

3 4 導風板 （下方誘導導風板）

3 4 d 内面 （気流の当たる面）

3 5 逆流防止装置

F ~ F 4 気流

S ， S 隙間



請求の範囲

水 を加圧 して送水するポ ンプと、

前記ポ ンプを駆動するモータと、

前記モータの上方 に配置 されて、該モータに電力を供給する電源駆

動回路 を収容 してなる電源駆動回路ケースと、

前記ポ ンプ、前記モータ、前記電源駆動回路ケースを収容するキヤ

ビネ ッ トと、 を備 える給水装置であ って、

前記電源駆動回路ケ一スの下部 に設 け られた ヒ一 卜シンクと、

前記モータの上端 に取 り付 け られ、該モータの動作で回転すること

で前記 ヒ一 卜シンクに向けた送風 を行 う送風用のファンと、 を備 え、

前記 ヒ一 卜シンクの少な くとも一の端部又はその近傍 に、前記 ファ

ンの送風 によって前記 ヒ一 卜シンクに沿 って流れて該 ヒ一 卜シンクの

前記端部か ら出る気流 を前記キヤビネ ッ 卜内の所定の方向へ導 く導風

板 を設置 した

ことを特徴 とする給水装置。

請求項 1 に記載の給水装置 において、

前記 ヒー 卜シンクは、前記電源駆動回路ケースの下面 に設 け られて

該 ヒ一 卜シンクの前記端部 に向か って延びる複数の放熱用のフィンを

具備 していることを特徴 とする給水装置。

請求項 1 又は 2 に記載の給水装置 において、

前記導風板 は、前記 ヒ一 卜シンクの前記端部か ら出た気流が前記キ

ャビネ ッ 卜内の下方へ導かれるように該気流の当たる面が下方 を向い

て設置 されている下方誘導導風板であることを特徴 とする給水装置。

請求項 1 又は 2 に記載の給水装置 において、

前記導風板 は、前記 ヒ一 卜シンクの前記端部か ら出た気流が前記キ

ャビネ ッ 卜内の上方へ導かれるように該気流の当たる面が上方 を向い

て設置 されている上方誘導導風板であることを特徴 とする給水装置。

請求項 1 又は 2 に記載の給水装置 において、



前記導風板 は、前記 ヒー トシンクの一方の端部か ら出た気流が前記

キヤビネ ッ 卜内の下方へ導かれるように該気流の当たる面が下方 を向

いて設置 されている下方誘導導風板 と、前記 ヒ一 卜シンクの他方の端

部か ら出た気流が前記キヤビネ ッ 卜内の上方へ導かれるように該気流

の当たる面が上方 を向いて設置 されている上方誘導導風板 とを備 えて

いることを特徴 とする給水装置。

請求項 4 又 は 5 に記載の給水装置 において、

前記ポ ンプ、前記モータ、前記電源駆動回路ケースは前記キャビネ

ッ 卜内の中央か らずれた位置 に配置 されてお り、

前記上方誘導導風板が設置 されている側の前記電源駆動回路ケース

の側面 と前記キヤビネ ッ 卜の内側面 との間隔が反対側の前記電源駆動

回路ケースの側面 と前記キヤビネ ッ 卜の内側面 との間隔よ りも狭 くな

つてお り、

前記上方誘導導風板 によ り導かれた気流 によって、該上方誘導導風

板が設置 されている側の前記電源駆動回路ケースの側面 と前記キヤビ

ネ ッ 卜の側部 内側面 との間、及び前記電源駆動回路ケースの上面 と前

記キヤビネ ッ 卜の上部 内側面 との間を通 る流路が形成 されることを特

徴 とする給水装置。

請求項 4 又 は 5 に記載の給水装置 において、前記ポ ンプ、前記モ一

タ、前記電源駆動回路ケースは前記キャビネ ッ 卜内の略中央 に位置 し

て配置 されてお り、

前記上方誘導導風板 によ り導かれた気流 を前記電源駆動回路ケース

の該上方誘導導風板が設置 された側の側面及び上面 に沿 つて導 く流路

形成板 を設置 した ことを特徴 とする給水装置。

請求項 1 乃至 7 のいずれか 1 項 に記載の給水装置 において、

前記キャビネ ッ トの内部 には、前記ポ ンプに接続 された水配管が設

置 されていることを特徴 とする給水装置。

水 を送水するポ ンプと、



前記ポ ンプを駆動するモータと、

前記モータの上方 に配置 されて、該モータに電力を供給する電源駆

動回路 を収容 してなる電源駆動回路ケースと、

前記ポ ンプ、前記モータ、前記電源駆動回路ケースを収容するキヤ

ビネ ッ トと、 を備 える給水装置であ って、

前記電源駆動回路ケ一スの下部 に設 け られた ヒ一 卜シンクと、

前記モータに取 り付 け られ、該モータの動作で回転することで前記

ヒ一 卜シンクに向けた送風 を行 う送風用のファンと、 を備 え、

前記 ヒ一 卜シンクの少な くとも一の端部又はその近傍 に、前記 ファ

ンの送風 によって前記 ヒ一 卜シンクに沿 って流れて該 ヒ一 卜シンクの

前記端部か ら出る気流 を前記キヤビネ ッ 卜内の所定の方向へ導 く導風

板 を設置 した

ことを特徴 とする給水装置。

[ 請求項 10] 給水装置のキャビネ ッ 卜内に設 け られた電源駆動回路ケースに用い

られる導風板であ って、

前記導風板 は、前記電源駆動回路ケースの下部 に設 け られた ヒ一 卜

シンクの端部又はその近傍 に配置 され、前記 ヒ一 卜シンクに沿 って流

れて該 ヒ一 卜シンクの前記端部か ら出る気流 を前記キヤビネ ッ 卜内の

所定の方向へ導 くものであることを特徴 とする導風板。
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